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ボルグワーナー、新しい合弁会社の設立を発表              

幅広い推進製品ポートフォリオに電動車向けバッテリーを追加 

 ロメオパワーテクノロジー社との合弁会社設立に同意 

 内燃機関、ハイブリッド、電気自動車の推進システムにおけるリーダーシップ強化へ、 

またひとつの大きなステップ 

 

ボルグワーナー（本社：アメリカ合衆国ミシガン州アーバンヒルズ、社長兼最高経営責任者：フレデリッ

ク・リサルド/Frederic Lissalde）は、このたび、優れたテクノロジーのバッテリーモジュールおよびバッテ

リーパックのサプライヤーであるロメオパワーテクノロジー社との合弁会社設立に同意しました。これに

より、当社は電動化ポートフォリオおよびシステム専門知識の強化を図ります。合弁会社の出資比率は

60対 40で、ボルグワーナーがより大きな比率を占めています。  

 

ボルグワーナーのお客様、販売ルート、優れた品質と、ロメオ社の第一級のバッテリーモジュールおよ

びバッテリーパック技術を合わせることで、バッテリー駆動の電気自動車に関するお客様の幅広いニー

ズを満たすことが可能になります。バッテリーモジュールおよびバッテリーパックは今後、独自の熱工学

技術を駆使した能動的および受動的冷却に加え、独自技術のアルゴリズムによるインテリジェントなバッ

テリー管理システムを搭載して性能と寿命を向上させていきます。バッテリーパックが加わることで、当

社のハイブリッドおよび電気自動車向けの製品ポートフォリオ（電気モーター、パワーエレクトロニクス、

高電圧バッテリーヒーター、電動アクスル iDM、オンボードバッテリーチャージャーなど）は、より強固に

拡充されます。  

 

当合弁会社のバッテリーパック事業に関しては、第一に、性能と小型自動車に焦点を当てます。な

お、ボルグワーナーはロメオパワーテクノロジーの株式の 20％を取得し、2名の取締役がロメオ社の経

営に携わります。この株式投資および合弁会社設立は 2019年第 2四半期に完了する見込みです。 

 

 



 
 

 

ボルグワーナーは、2015年より、電動化に関連した戦略的企業買収を開始しました。乗用車および

商用車向けのオルタネーター、スターターモーター、電気けん引モーターなど回転系電装品の主要メー

カーであるレミーインターナショナル社を買収し、2017年には電化技術の世界的企業セブコン社を買収

しています。セブコン社はボルグワーナーのパワーエレクトロニクス能力を補完するとともに、そのポート

フォリオにオンボードバッテリーチャージャーを追加しました。そして 2019年 2月にボルグワーナーは、

カスカディア・モーション社を設立するとともに、米国オレゴン州を本拠とする 2つの企業、ラインハート・

モーション・システムズおよび AMレーシングを買収しました。これらの企業は、新興の応用事例に向け

た電気およびハイブリッド推進ソリューションに特化した、当社の 100%子会社に統合されました。こうし

た買収と今回発表した合弁会社設立は、内燃機関、ハイブリッド、電気自動車向けの推進システムにお

けるリーダーとしての戦略を遂行し続けるボルグワーナーにとって、重要な節目となります。 

 

ロメオパワーエレクトロニクス社の創業者兼 CEOであるマイケル・パターソン（Michael Patterson）氏

は、「ロメオはこの合弁会社設立により、ボルグワーナーの規模やリソースを得ることでバッテリーモビリ

ティ業界に進出するという大きな一歩を踏み出します。当社は、過去 4年間に多くの成果を上げた素晴

らしいチームを有しています。そして今、エネルギー技術の進歩という当社の使命を推進し達成する能

力を得て、当社は前進を続けていきます。」と述べています。 

 

ボルグワーナー・モールスシステムズの社長兼事業本部長であるジョエル・ウィガート（Joel Wiegert）

は、「この合弁会社は当社の有力な推進ポートフォリオを補完するだけでなく、市場における電池メーカ

ーと、ハイブリッドおよび電気自動車に関係するお客様との間のギャップを埋めるものとして私たちは期

待しています。当社のグローバルな開発および製造の実績により、先進技術を迅速に商品化し、一層の

価値をお客様に提供できると考えています。」と述べています。 

 

ロメオパワーテクノロジー社のバッテリーパック 



 
 

 

 

ロメオパワーテクノロジー社について 

ロメオ社はエネルギー技術の促進によりエネルギー不足の解消を図るという使命のもと、2015 年に

SpaceX、テスラ、サムスン出身のエンジニアたちにより設立されました。同社は電気自動車向けに「より

高密度で軽量」のバッテリーパックを構築したほか、業界随一のエネルギー密度とバッテリーマネジメン

トを活用して性能と寿命が向上した固定エネルギーストレージを提供しています。 

詳しくは romeopower.com をご覧ください。  
 
 

ボルグワーナーについて 

ボルグワーナー（NYSE: BWA）は、内燃機関、ハイブリッド、電気自動車向けのクリーンで高効率な技術

ソリューションを提供するグローバルなリーディングカンパニーです。世界 19 カ国 68 カ所に生産・開発

拠点を持ち、全世界でおよそ 30,000人の従業員を擁しています。 

詳細については、borgwarner.comをご覧ください。 

 

本プレスリリースに記載された内容には、経営陣の現在の見通し、期待、推測、予測に基づく、1995 年米国民事訴訟改革法で

想定された将来予測に関する記述が含まれている場合があります。「見込む」、「考える」、「継続する」、「可能性がある」、「目的

とした」、「もたらす」、「推測する」、「評価する」、「期待する」、「予測する」、「狙い」、「取り組み」、「意図する」、「見通し」、「計画

する」、「潜在的」、「推定する」、「追求する」、「目指す」、「すべきである」、「目標とする」、「の場合」、「でしょう」などの文言、そ

の変化形および同様の表現は、かかる将来予測に関する記述であることを意図しています。将来予測に関する記述にはリスク

および不確実性が伴いますが、それらの多くは予測困難かつ一般に不可抗力によるものであり、将来予測に関する記述におい

て表現、推定、または示唆された事柄が実際の結果と著しく異なる場合があります。そうしたリスクおよび不確実性の例として、

自動車およびトラック製造（いずれも景気に大きく左右される）への当社の依存性、大手 OEM 顧客への当社の依存性、商品の

入手可能性および価格、供給停止、金利の変動および外貨の為替レート、与信枠、重要な管理への当社の依存性、情報シス

テムへの当社の依存性、世界経済環境の不確実性、様々な損害賠償に関する訴訟など既存または将来の法的手続きの結果、

当社が事業を展開している国における関税など将来の法規制の変更、直近の Form 10-K/A年次報告書に記載したリスク要因

など証券取引委員会に提出する報告書に記載したその他のリスクが挙げられます。当社は、将来予測に関する記述のいずれ

かを更新する、または更新もしくは改訂を公表する義務を負いません。 
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